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広　告

広　告

【日時】12月６日㈰９時～11時
【場所】県予防医学協会（北飯岡四）
【定員】60人
【費用】無料※受診券を持参
【申し込み】電話：11月５日㈭10時から

本年度最後の特定健診
　市の国保に加入し、本年度の特定健康診
査や人間ドックを受診していない40歳から
74歳までの人を対象に、集団健診を実施し
ます。10月までの実施期間に特定健診を受
けられなかった、平日は受診できない―
という人は、この機会をお見逃しなく！

　国民健康保険に加入している皆さんへ

内臓脂肪型肥満（メタ
ボ）や高血圧、糖尿病、
貧血、心疾患、肝疾患、
腎疾患などが調べら
れます

▶問診（服薬歴・喫煙習慣など）
▶計測（身長・体重・腹囲・血圧）
▶血液検査（中性脂肪・HDLコレ
ステロール・LDLコレステロール・
肝機能・血糖・貧血・クレアチニン・
尿酸など）
▶尿検査（尿糖・尿タンパク）
▶心電図
▶眼底検査（該当者のみ）

【日時】12月６日㈰９時～11時
【定員】各検診30人
【対象】乳がん検診：40歳以上の女性
子宮頸

けい

がん検診：20歳以上の女性
【費用】成人検診受診券に記載
【申し込み】電話：11月５日㈭10時から

乳がん検診 と 子宮頸がん検診 も
同時に受けられます

【問】健康保険課☎626-7527
  【広報ＩＤ】1024554

【問】健康増進課☎603-8306
  【広報ＩＤ】1032750

　市の国保に加入していない人でも、勤
務先などが、がん検診を実施していない
場合は受診できます。

年金生活者支援給付金制度

特定の年金受給者へ給付金を支給
◆年金生活者支援給付金制度とは
　同制度は、公的年金の収入とその他の所得の合計額が一定基準額以下の
年金受給者の生活を支援するために、年金に上乗せして給付金が支給され
るものです。給付金を受け取るには、請求書の提出が必要です。給付を受
けるための条件や請求方法などは次のとおりです。

【問】日本年金機構ねんきんダイヤル☎0570-05-1165
　　　医療助成年金課☎ 626-7529
  【広報ＩＤ】1028315

◆給付を受けるための条件
●65歳以上の老齢基礎年金を受給している人で、下記の両方
　に当てはまる人
・世帯員全員の市民税が非課税
・前年の公的年金などの収入金額とその他の所得（給与所得や事業
　所得、譲渡所得など）との合計額が、87万9900円以下

●障害基礎年金・遺族基礎年金を受給している人で、前年の
　所得額が462万1000円（扶養親族の数で増加）以下の人

◆給付金額
●老齢基礎年金・・・・・・月額5030円※

●障害基礎年金・・・１級：月額6288円
　　　　　　　　　　　２級：月額5030円

●遺族基礎年金・・・・・・月額5030円

※保険料を納めた期間などにより増減

不審な電話に

　　　　   ご注意ください！
　市役所や日本年金機構
などの職員がＡＴＭの操
作をお願いすることや、
口座番号の聞き取りなど
をすることは絶対にあり
ません。

◆請求方法
●すでに年金を受給していて、新たに給付対象となる人
　給付対象者には10月中旬頃に日本年金機
構から、請求書（はがき）とお知らせを送付
しています。請求書に必要事項を記載し、お
早めに同機構に返送してください。

●新たに年金を受給する人
　年金の請求書と同時に送付する給付金の請
求書に必要事項を記入し、年金の請求書と一
緒に提出してください。 送付する請求書の封筒

※世帯状況の変更などで、給付を受ける条件に当てはまる可能性がある人はお問
い合わせください

※現在給付金を受けている人は手続き不要です

市立病院
    　の経営状況

　市立病院は、一般診療や各種健康診査をするほ

か、救急医療にも対応するなど、皆さんの健康のた

めに必要な医療を提供しています。令和元年度の

市立病院の決算と主な取り組みをお知らせします。

【問】市立病院総務課☎635-0101

令和元年度の主な取り組み令和元年度の主な取り組み 　平成30年度に引き続き、地域の診療所や病院、介護施設な
どとの連携を図りました。高齢社会の進展に伴い今後も増加が
予想される、がんや生活習慣病、認知症、肺炎、骨折などへの
対応を強化し、地域の中核病院として地域包括ケアシステム※
を支えました。
※高齢者や要介護者などが、住み慣れた地域で自分らしい暮らしを最
期まで続けられるように、住まい・医療・介護・予防・生活支援を一体
的に提供する仕組み

　令和元年度は、入院収益や外来収益などの総収益が44億
8260万円、給与費や材料費などの総費用が45億5434万円で、
7174万円の純損失となりました。
　令和２年度は収支均衡を達成できるよう、患者中心の医療
と地域医療連携を推進し、第４次経営改善計画の取り組みを
進めていきます。

入院収益
　26億9297万円

外来収益
　９億1422万円

その他医業収益
（検診など）
　２億6157万円

負担金・交付金
　３億126万円

その他
　３億1258万円

給与費
　24億2857万円

材料費
　７億1918万円

施設管理費など
　８億7955万円

減価償却費
　２億2435万円

その他
　３億269万円

令和元年度の決算令和元年度の決算

総収益総収益
　  44億8260万円

♦救急医療体制の拡充
　岩手医科大附属病院が矢巾町へ移転しても、市民の皆さ
んが安心して救急医療を受けられるよう、医師や看護師な
どの医療スタッフを増やし、受け入れ体制を強化しました。

♦訪問診療の開始
　通院中の患者の主治医が､患者の状態から訪問診療が望
ましいと判断した場合に､医師や看護師が患者の自宅などへ
訪問して診療できるよう､体制を整えました。

♦医療連携支援センターの設置
　受診から入院、退院、退院後の生活までを総合的に見据
えて切れ目のない支援をするために、地
域連携・入退院支援・医療相談・療養支
援の４つの部門を包括した業務を担う、
同センターを設置しました。

♦院内設備などのリニューアル
　内視鏡室の拡大と女性検診室を新たに設置し、より快適
に検査を受けられる環境を整えました。
また、リハビリテーション室を２階に移
転・整備し、診療機能を拡充しました。

※１万円未満切り捨て

純損失
7174万円

市立病院の診療体制などの詳
しい情報は、市立病院のホー
ムページをご覧ください。

総費用総費用
　  45億5434万円

入院前の患者に説明を
する入院説明室▶

診療機能を拡充した
リハビリテーション室▶


